固有価値 の付加された商品
　　　（従来の原価積上げに　　お客様が要望の固有価値を付加するもの）
客毎が受容する感動は原則１回性　　　　　　　　　　　　　　暮らしぶりは地域文化に根ざすから
決定的役割を果たす固有価値は　　　　　　　　　　この文化圏から商品を持出すと経費を要す。
お客の将来希望の提起。




[image: image1]固有価値の見積もり過程　　（　購買者の認識する地域文化の把握　→購買者の需要調査→
→購買者のために製造・仕入れ→価格形成と売買　→継続的意思疎通関係を形成 ）
＿＿＿__________________________＿使用価値の土台に付加＿＿_________________
使用価値だけの商品　　































































































































　　　　　　仕入原価の積み上げの内訳《　最低必要物資　＆　生命維持だけの加工　》

維持と保存管理


固有価値の付加により、商品の購入時、使用時、維持保存期間を通じ価値増殖。








　　





固有価値定量定質化→　　　 購買意欲や　　　受容感動の


需要:供給の相場で　　　  


　決定します
































　地域や地場産業で　お客様の将来希望を承ります。


有機的ネットワーク化された企業に付与されたイノベーション能力＆体制（お客様の頼りがい・企業ブランド）


固有価値が見積書に表現できない＝買い叩かれる事が自然



































原材料半製品の仕入費用+仕入加工組立人件費


+会社の粗利益（曖昧な質量と根拠）


仕入価格は、画一的に「良い物をより安く！」の追求が行われる。


最低賃金水準に至るまで、作業標準化と非熟練者増加の追及が進むことに。


超：使用価値限定（使い捨て）の商品は修理の想定外です。





使用価値限定（使い捨て）の商品は修理想定外





お客様が受容する感動


★価値が物質的存在★


その職業に関わって鍛錬された労働力としての職業能力を持った職人や労働者の育成と適正賃金の経費を企業が取りまとめ








客の暮しぶり


：購買意欲


企業が、地域文化に醸成された幼少からの熟練された労働能力





欲しくてたまらない品物


長年お使いいただくほどに


値打ちが増すものでございます。








